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Ⅲ　柴田常恵資料の研究

　大場博士資料の検索システムの開発に到達するまでの一連の作業は、他の蓄積資

料についても応用することが可能で、これに基づいて柴田常恵氏の資料のデータ化

を開始した。柴田氏の資料は文学部史学科の考古学研究室に所蔵されていたもので、

写真アルバム４７冊、手帳８３冊、拓本資料およそ６，０００枚、自筆原稿類約１００冊、写真

乾板等である。

　４７冊のアルバムには、県別に分けられ写真が収められているが、１つの県が複数

のアルバムにわたっているものや、１冊のアルバムに複数の県が収められているものも多い。また、

県別の分類に含まれなかったものについては、「雑」・「補遺」・「不明」として収められている。写真に

は、柴田氏の手による撮影のものと、第三者から譲り受けたと思われるものとの混在がみられる。被

写体については、考古遺物や遺跡・仏像・寺院建築が大部分を占めており、それ以外のものは僅かで

ある。また、必ずしも書式が統一されているわけではないが、写真の多くには、裏面等に撮影場所、

撮影日時、対象物の種類・名称・由来等が記載されている。記載者については、筆跡から柴田氏自身

と思われるものが多いが、それ以外の人物によると思われるものもある。

　フィールドノートは、通し番号を付したラベルが貼付されている。これは、柴田氏が全国の遺跡や

寺院等を調査した際に記録したものであり、その性格上、断片的なメモ書きや対象不明のスケッチな

どが多く、解読するのが困難な部分が多く存在する。

　拓本は、対象物ごとに分類して封筒に入れられ、その名称、採取した場所、日付等を記載した上で

保管されている。

　自筆原稿類・乾板等は、ほぼ未整理のままで保管されている。その中には、第一次世界大戦後、柴

田氏がパラオに行った際の調査日記のようなノートもある。これには、調査の準備段階での出来事、

船の中で見た島の絵、島々の通過月日・時刻、島の住人の様子や人数・男女比率などが、細部にわたっ

て記載されている。

　当事業では、まずこの中の写真資料についてデジタル化を行った。はじめに写真を全てスキャナー

で取り込み、印刷やWeb 公開といったさまざまな活用方法への対応を考慮して解像度６００dpi・

２４bitRGB カラーのTIFF形式で保存した。次いで、この画像情報を、Web 公開のため１５０dpi（長辺

７００ピクセル・JPEG形式）に圧縮する作業を行った。同時に、データのバックアップとしてハード

ディスクに保存した。写真には元々アルバム内での通し番号が付されていたが、電子情報化するにあ

たっては、扱いやすくするため県ごとに固有のファイル名と通し番号をつけて整理した。また、写真

の裏や台紙等に記載されているメモ書きの読み取りを行い、写真の検索・整理等のために、アルバム

上の通し番号・保存ファイル名の通し番号・写真の裏書の対照表を作成した。

　成果の公開としては、写真資料のうちの約半数（２，７３３枚）にあたる東日本を中心に収めた『柴田常

恵写真資料目録Ⅰ』を刊行した。残りの半数については、以後順次目録を発行し、大場博士資料と同

様にデータ配信を実現する計画である。

　柴田常恵氏は明治後期から昭和初期にかけて活躍した考古学者であり、文化財保護に大きく関わっ

た人物でもある。よって、柴田氏の資料は考古学分野のみならず、広く文化財関連分野等の研究にお

いても有用なもので、多方面より強い関心が示されている。当事業において、この中の画像資料につ

いての再生保存が終わり、今後多くの活用が予測できる。

（田中秀典）

劣化画像の再生活用と資料化に関する基礎的研究
平成11年度～平成15年度私立大学学術研究高度化推進事業（「学術フロンティア推進事業」）研究成果報告書
國學院大學日本文化研究所　平成16年５月15日




